
しん かい シ ンポ ジウ ム報 曾書 （1992 ）

深海熱水環境下に棲息する超好熱性細菌の
分離とその性質
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中部沖縄トラフ伊平腿小海蠍で「しんかい2000」による潜航調査{（第513潜航）

を行ない ，熱水噴出峨より岩石および沈輿物を回収した。これらのサンプルより趙

好憊tl 細菌の分離を試みた結果。二ａ の１ﾖ・ の擧離に成功した。これらはいずれも

師気性の球 菌であり。 それぞれＤ'IS432 ，5433 と命 名した。これらの翩畠はいずれ

も運勁性 を 有しており， その生 青限界 温皮を卯'Ｃ およ ぴ92‘Ｃ に 持っ てい た.

lｙ巧432,  5433 は い ずれもNaCI お よ ぴ無楓･1 オ ウを その生育に要求し，その膜脂

慨がエ ーテル型からなることから，海洋性の４ オウ依存超好熱古銅踊であると考え

られ た。 これらの細 菌の16Sr ＤＮＡの制限酵素 パ ターンよりい ずれ も 勠, 。ｓ 。，･

ｓｓｇ に属し，Ｇ十Ｃ含量より  Til・,Iｘlｘ111sｓlflj㎡4 こ類似していると考えら れた。

しかしながら.DT5432 ，5433 は Ｔｉｏｌ，s･･・ｓ班 降。iと【冫NA ホ モロジーを示 さず，

また両者|llにお いてもホモロジーは認められない。以上より，どちらも7n,nl 。 。･

els 属4こ属する新瞿の繃ｉ であると彰えら れる。

Isolation and  Characterzation of Hyperthermophilic

Bacteria  from  a De≪p-8ea Hydrothermal  Vent  System.

Tetsuc KOBAYASHI*3  4 Koki HOR1KOSHI'3,4

"SHINKA1  2000",  a manned  submersible,  was  used  to collect sediments

and  rocks on  a hydrothermal  vent  system at Jheys Small  Ridge  at the Middle

Okinawa  Trough.  After  enrichment  and  purification by  repeated  serial dilu-

tion, two  hyper  thermophilic bacteria were  isolated. These  bacteria, desig-

nated  as strain DT5432  and 5433.  grew  anaerobically and  had coccoid  shapes.

They  were  motile  and  showed  upper  limit temperature  for growth  at 90°C

and  92RC, respectively. DT5432  and  5433 required  NaCl  and  elemental  sulfur

for  their growth,  and  contained  ether  core lipids as a major  membrane  lipid,

suggesting  that they  belong  to  marine  sulfur-dependent  hyper*hcrmophilic

archaebncteria  The  restriction enzyme  patterns  of  16S  rDNAs  of  these

strains coincided with that of Thcnnococcus  celer, indicating thru these strains

belong  to  the family  of  Thermococcaceae.  G  +  C  contents  of  these strains

(52.2%  for DT5432,  49.6%  for DT5433)  were  relatively close to that of  T.
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stetieri (50%),  however,  tolal DNAs  of these strains did not show  any  homol-

ogy  to that of  T. sicticri, suggesting  that they  represent  new  spcctes of the

genus  Thtrmoccccus.

１．は じ め に

深海熱水噴出蛾は高い生物密度を梼っている。

これは地熱エネルギーを利用した地表とは異なる

生悪系，熱水生態系が存在するためである。この

熱水生態系の一次生産者は，化学合成独立栄餐細

菌であり，その多くは還元型イオウ化合物を酸化

することによりエネルギーを得て炭酸固定を行な

う細1芻である。熱水生態系の無脊椎動物の主な食

物源はこれらの細菌であると考えられ，また。し

ぱしばこれらの細冤は無脊椎勁物の体内に寄生し

ている。もちろん鉞窗に言うとイオウ化合物の酸

化に用いられる酸素は光合成によって作られたも

のであり，太陽光を利用しない生態系とは言いが

たい。しかしながら，太腸エネルギーを利用せず

に生育する屬・ も央際に存在している。熱水中に

存在する水素を二酸化炭素で酸化してエネルギー

を得るメタン生成菌や，水素をイオウで酸化して

生肴する日２-S独立梁養性軅|藕である。これらの

絢|菌は嫌気性細菌であり，還元的な熱水にさらさ

れている場所。すなわち多くはチムニーに付着し

て生育しているものと考えられる。深海熱水噴Ⅲ

域での水温は商く，時に300°Ｃを越えることがあ

る。したがって，これらの細ｉ は80 °C以上に生

育至適温度を持つ超好熱性細菌であることが多

く，その生育限界温度は時に100°Ｃ を越えること

がある。

超好熱性鈿|菌は，主に地喪の火|11地帯の硫気孔

や温泉，浅海底の髄気孔などから分離されてきた

{Kelly and Den･ing. 1988}。しかし熱水生態系の

発見とそこに生竹する超好熱性細菌の発見から，

課海熱水鉱|豕が新しい超好熱性細菌の棲息地とし

て注目されるようになった。深海熱水鉱昧におい

ては，その高い水it:から100°Ｃを越える液体状の

水が存在する。この様な熱水の存在は超好熱性剥||

蔔には適していると考えられ，生物の温度眼界を

さらに引き上げるような饑生物の存在が期侍され

る。超好熱性細菌はわずかの例外を除いて古縉ｉ

に属する。古111繭とは原核生物，真核生物と異な

る第三の生物であり，現存している生物の中では
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履 も原 始 生命 体 に 近い位 置 に存 在 し てい る。 海 水

中にあ り適度 な 忍 元状 態 にあ る 熱 水は ，原 始 地球

を反 映 してい る とも考 え ら れ， また 生命 の誕 生 に

必須 であ る水 溶性 の燐 酸 化 合物 が 火|】」活助 に より

出 来 上 が る こ と から ｛Ta ●ａｇａｌａ ｅt ａ｝｡｡1991）， 熱

水鉱 床 は ま さに 生 命艇 生 の 場に 近い と も考 え られ

る。 こ れらの 事 実 から ， 深 海熱 水 環境 下 に棲 息 す

る超 好 熱 性細 菌 の研究 は 生 命艇 生 の 謎に 迫 る 糸口

と もな り うる のであ る 。 また。 生 物 の温 度 に 対す

る適 応 を知る うえ で も， 超 好熱 菌 は ま さに 格 好の

材科 であ ろ う。 応 用的 な 翻 面 から 考 える と， 超好

熱 酵 素 の 分 離 源 と し て 超 好 熱性 細 菌 は 格 好 であ

り ， そ の央用 例 として は 現 在の 遺 伝 子操 作 の 方法

を 大 きく 変 え る に 至 っ たPolymerase Chain Ｒｅａｃ･

(ion  (PCR) 法 に 用 い ら れ る ＤＮＡ ｐ・lymej･ase が

あ る。

さて。 我々 が 今 回訓 査 を行な っ た海域 はilll縄 ト

ラ フ 伊ilり!1小 海 嶺 であ る 。 こ の地 域 で の熱 水活助

は 「 し んかい2000 」 に よ り1988 年 に 硫認 さ れてい

る ｛木 村ほ か ，1989 ｝。 この 熱 水喰 出 城 で の 大 き

な特 徴 として は 。 熱 水性 マウ ン ド の主成 分 が炭 巌

塩 から な る亊 があ げ ら れ る。典 型 的な チ ムニ ー等

が 主に 金属硫 化 物 から な る事 を考 え る と ， これ は

明 ら かに 異 な っ た熱 水活 動 を 示 唆 す る も の であ

る。 また，こ の 地 域 の 熱 水沈殿 物 は イ オウ の顆 粒

を 含 んで る （蒲 生 ほ か｡199 ）〕。こ の よ うな 特 徴

的 な環 境 下に お い ては ， その環 境 に適 応 した紹 好

熱性 細 蕕が棲 息 してい る と彰 え ら れる 。 本 猖に お

い て は ，こ の調 査 活助 で 得た サ ンプ ルよ り超好 熱

性細 菌 を分離 し ，そ の性 質を検 討 し た騙 果 につ い

て述 べ る。

２．材 料 と方 法

２， １　 第543 潜 航 に よ る試 料 採取 と 保 存

平 成 ３ 年 ５ 月283 「 し ん かい2000 」 で の 第543

潜 航 に より 試 判一抹取 を 行 な っ た。 熱 水噴 出 囗よ り

や や は な れ た 地 点 で は採 泥 器 に よ り 堆 積 物 を ，

「ベ ビ ー チ ムニ ー 」（蒲 生 ほ か｡199 ）」 の 熱 水喰出

部 で は 電 動 グラ バ に よ り 熱 水 沈 殿物 を，「ピ ラ ミ
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ツドチムニー」（蒲生ほか，1991 ）においてはマ

ニピュレーターにより熱水喰出口近くの岩石を採

取した。

取得した試料はll船のr なつし ま』に持ち帰

り。 船上にて無陶海水に憊濁し.
 
― 70*Cおよぴ

4 ’Ｃで保存した。サンプ ルの一部については，

無ii 泌水に懸渭し。硫化ナトリウム，レサズリン

ナトリウ厶を力llえて還元状態とした。この還元処

理サンプ ルについては4 °Ｃで保存した。これら

を地上の研究室に持ち帰り，好熱性細菌の分離の

ためのサンプルとした。

２． ２　集積培養および細菌の純粋分離

そ れぞ れの 試 料につ いて。 高温 下 （70°Ｃ-

100°Ｃ）種々の培餐条件で集積培餐を行ない，菌

の生育を覯察した。基本として用いた培地は，エ

ネルギー源としてトリプトン。酵 母抽出液，単体

イオウを含み。さらにNaCI お よび各種金属塩を

含んでいる。 考慮にいれた条件としては, pH.

酸素C 好気および嫌気〕，電子受容体，エネルギ

ー源，塩滾度である。各孤培地巾にサンプ ルを接

秡し商温下で培養した。蘓の生育は位相差顕微鍵

下細胞致を数えることにより剔ぺた。生介した鉛|

附の純化は限界希釈を３回繰り返すことによって

行った。

２．３　生理学的特性

特に記述のないかぎり培養温度は80°Ｃで行な

った。生竹のpll 依存性を剽べる際には硫酸また

は水酸化ナトリウムでpll 訓螯を行なった。各エ

i ルヽギー源の利用性を調べる際には，各種基質を

卜IJプトンのかわりに加えた。電子受容 休の検討

の際は，単体イオウの代わりに可能性のある物資

を加えた。硫化水素の生産性は培養液中に塩化第

一鉄の水溶液を加え，黒色沈殿の堵生，特右の臭

気のilll失により確認した。抗生物質に対する感受

性は，各抗生物質をlow ・|の濃皮で加えて生

青を観察することにより決定した。膜脂質は，凍

結乾燥菌体を酸メタノリシスし齠層クロマトグラ

フィーによ|）解析した（Ｒｏss et al.｡1981）。

2.4　 遺伝的特徴

細菌奈ＤＮＡは諮詢液をフェ ノー1レ処理し，プ

ロテイナーゼＫ、RNase Ａ， ＲＮａse TI 処理する

ことにより調製した。Ｇ十Ｃ含最は王岡らの方法

（Ｔ－aoka alld Komag&la. 1984）にしたがって決
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定 し た 。16S ｒＲＮＡ 遺 伝 子 は ， す で に 報 告 さ れ て

ぃ る7jle, ・lacgcI, ｓ αjfｒ お よ び Ｄ・ｓI,ljがI･πｘｇ ｃＩ･３

・･i obi lisの16S ｒＲＮＡ 配 列 の （Ａｃｌｌｅｌｂａｅｈ-Rieht ｅr

el al.. 1988 : Kjems ｅt al.｡1987 ）5 ’末 鉛 領 域 及 び

３ ’末 端 領 域 に 相 当 す る プ ラ イ マ ー ＤＮＡ を ， ＡＢＩ

社 の ＤＮＡ 合 成 機 を 用 い て 化 学 合 成 し 。 こ れ ら を

用 い てPCR& に よ り 目 的 簡 株 の16S rDNA を 増

幅 す る こ と に よ り 収 得 し た 。 増 幅 し た ＤＮＡ 断 片

は 調 製 用 ア ガ ロ ー ス ゲ ル 貮 気 泳 動 に よ り 精 裂 し ，

制 限 酵 素 に よ り 切 断 し た 。 解 析 は ア ガ ロ ー ス ゲ ル

電 気 泳 助 に よ り 行 な 。 た 。 ＤＮＡ- ＤＮＡ ホ モ ロ ジ ー

觧 折 は.dol blot 法 （Ｈuber et al.｡199 （9 を 改 変

し て 行 な っ た 。7jl, ｓ ・ ｇ ｆｌ,ｓαlfｒDSM2476.Tll 。

。ｌａｃｇｉｌｄs lilrlliｓ DSM5473 、 η ｌｅｎ,ｌｇ ６ｃｃ,lぶ μetteri

DSM5262 の 全 ＤＮＡ をBoehringcr Mannheim 社 の

キ 。 卜 を 用 い てdig ・xigenin dUTP に よ り ラ ベ ル

し ， こ れ を プ ロ ー ブ と し てHybond N ゛ ナ イ ロ ン

膜 にb 】oiling し た サ ン プ ル ＤＮＡ とTm-19 °Ｃ の 条

件 で パ イ プIJ ダ イ ゼ ー シ 。 ン を 行 な っ た 。 シ グ ナ

ル の 検 川 は ， ア ル カ リ フ ォ ス フ ７ タ ー ゼ 結 合 抗

digo ｘigenin 抗 体 を 用 い て 行 な っ た 。

３ ． 結 果 お よ び 考 察

３ ． １　 集 積 培 養 お よ び 細 菌 の 純 粋 分 離

ベ ビ ー チ ム ニ ー か ら 収 得 し た 試 料 を 用 い ， 嫌 気

的 環 境 下 で 坪 養 を 行 な っ た と き の み 菌 の 生 育 か 認

め ら れ た 。 こ の 際 用 い た 瑞 地 は ト リ プ ト ン を 主 栄

餐 源 と し ， 単 体 イ オ ウ を 含 む 。 限 界 希 釈 を 三 回 繰

り 返 す こ と に よ っ て ， 最 高 生 青 温 度 を90 °Ｃ に 持

つDT5432,  92 °Ｃ を 限 界 と す るDT5433 の 純 化 に

成 功 し た 。

３ ． ２　 形 態

DT5432.  DT5433 は 佃: 径1-2 ミ ク ロ ン 裡 皮 の や

や 不 定 形 の 球 屎 で あ り ｛ 図 １ ｝， 運 助 仕 を 有 し て

い る 。 い ず れ も １ 剥 胞 ， ま た は2 が 連 結 し た

状 餓 で 存jiE し ， 多 剥 胞 か ら な る 集 合 体 は ま れ で あ

っ た 。 二 つ の 細 胞 が 鉄 ア レ イ 状 に 連 な っ た 分 裂 中

川 体 と 思 わ れ る 細瓜 が 観 察 さ れ る こ と か ら ， 分 裂

はconstriction に よ る と 推 定 さ れ る 。

３ ． ３　 生 育 特 性

DT5432 は50 °Ｃ か ら90 °C, DT5 ≪133 は50 °Ｃ か ら

92 °Ｃ で 生 育 を 示 す 。 生 青 歪 適 温 皮 はDT5432 が

80 ’`Ｃ ，DT5433 が80 か ら85 °Ｃ で あ り （112 ）｡　い
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ずれも超好熱性細菌に属する。生育 が･|は５から

９で，至適はDT5432 が7.5. DT5433 が？にある。

いずれも 】から６％のNaCI をその止育に 要求

し，至適濃度は２から４％である（図3 ）。NaCl
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非 存 在 下 に お い て は 細｣ 晧 の 膨 張 お よ び 溶 菌 が 観 察

さ れ た 。 至 適 条 件 下 で の 世 代 時 間 は そ れ ぞ れ50 分

お よ び40 分 で あ り ， 定 常 期 に お い て5 XlOs

ce 】Is/●| 以 上 に 途 し た 。

３ ． ４　 代 謝 特 性

DT5432,  DT5433 は 媛 気 性 の 超 好 熱 性 糒 菌 で あ

る 。 ト リ プ ト ン 。 ペ プ ト ン な ど ペ プ チ ド 系 の 栄 養

源 と 使 黄 を 含 む 培 地 で 良 好 な 生 青 を 示 す 。 カ ゼ イ

ン ， ゼ ラ チ ン な ど の タ ン パ ク 質 や ト リ プ ト フ ７ ン

添 加 カ ザ ミ ノ 酸 ， 酵 母 抽 出 液 も 利 用 す る 。 糖 狐 の

利 用 は 認 め ら れ な い( グ ル コ ー ス ， フ ル ク ト ー

ス ， ア ラ ビ ノ ー ス ， ガ ラ ク ト ー ス ， ザ イ ロ ー ス ，

シ ａ 一 ク ロ ー ズ 。 セ ロ ピ オ ー ス ， メIJ ピ オ ー ス ，

ラ ク ト ー ス 。 ト レ ハ ロ ー ス ， デ ン プ ン 。 プ ル ラ

ン ， ザ イ ラ ン ， セ ル ロ ー ス ， ガ ン デ ン) 。 唯 一 の

例 外 は マ ル ト ー ス でDT5432 の み 利 用 す る こ と か

で き る 。 い ず れ の 蕕 株 に お い て も 生 育 に は 単 体 硫

黄 が 必 須 で あ り ， ま た 生 育 に と も な っ て 硫 化 水 素

を 産 生 す る 。 硫 酸 イ オ ン ， 亜 硫 巌 イ オ ン ， チ オ 硫

敵 イ オ ン ， 耐 酸 イ オ ン ，Fe3 ゛ を イ オ ウ の 代 替 物

と は で き な い 。

抗 生 物 貿 の 影ｌ を 調 べ た と こ ろ ， い ず れ の 藏 株

も ア ン ピ シ リ ン ， テ ト ラ サ イ ク リ ン ， カ ナ マ イ シ

ン ， ス ト レ プ ト マ イ シ ン ， エ リ ス ロ マ イ シ ン ， ク

ロ ラ ム フ ェ ニ コ ー ル に 耐 性 を 示 し た 。 リ フ ７ ン ピ

シ ン に は 感 受 性 を 示 し た が(100 μｇ/ml) ，

50 μ/ml の 濃 度 で は 増 凧 可 能 で あ っ た 。 こ の 抗 生

物 質 に 対 す る 試 験 の 結 果 は ， こ れ ら の 蔬 株 が 真 性

細 菌 と は 異 な る こ と を 示 唆 す る も の で あ る 。 そ の

生 育 温 度 ， 単 体 イ オ ウ｡お よ びNaCI の 要 求 恆 を 考

峪 に い れ る と ， 海 洋 性 の 商 皮 好 熱 性 イ オ ウ 依 存 古

Prｏｃ.ＪＡＭ ＳＴＥＣ Ｓy 圜p. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Res. (1992)



細 菌 の 可 能 性 が 考 え ら れ る 。

３ ． ５　 膜 屁 貿

。古 細 菌 の 最 も 大 き な 特 徴 の 一 つ は ， そ の 膜 脂 質

が 真 性 細 菌 や 真 核 生 物 に 見 ら れ る グ リ セ ロ ー ル エ

ス テ ル で は な く ， グ リ セ ロ ー ル エ ー テ ル で あ る と

い う 点 で あ る 。DT5432,  5433 が 古 細 菌 に 属 す る

こ と を 証 明 す る た め ， 凍 結 乾 燥 菌 隹 の 巌 メ タ ノ リ

シ ス 産 物 を 解 析 し た 結 果 ， い ず れ の 籀 株 の 膜・ 貿

も エ ー テ ル 型 で あ る こ と が 明 ら か と な っ た 。

以 上 ま で の 餡 果 か ら ，DT5432 ，DT5433 は 高 度

好 熱 性 硫 黄 依 存 古 細 菌 で あ り ， 中 性 領 域 で 生 育 す

る 椒 気 性 球 脯 で あ る 点 を 考 慮 に い れ る と ，771 。･.

ll 氏ｇ αljls 目nl 陶 。cg, ａ。，ａで科 のTIle ・ｌａｃｓαjls 属

又 は 乃l･ｓｃｓa4s 属 ， あ る い は7jl 。。I崢ｓla11 ．ｓ 目

£)eｓl 枦･vococcacetK 科 のZisl･ ぴI･llfoccl･s 属 に 属 す る

も の と 薹 定 さ れ る(Kttnig and Stettei･｡ 】989) 。 さ

ら に,  NaCI 要 求 性 ， 生 青 温 度 か ら ηI・,lg ・・，I,s

属 の 可 能 性 ヵ噴 い 。

3.6　16S  rDNA

16S  rDNA の 配 列 は1 可一 属 内 で は 非 常 に 相 同 性

が 高 く ， 一 般 に90 ％ を は る か に 越 え る 。7jls ・ 。

cefc･ts celer お よ び ＆s･l び･･陶cｓfl･ｓ l･･ｏゐijllｓ の16S

ｒＤＮＡ の 配 列 は す で に 報 告 さ れ て お り ， そ れ ぞ れ

1486 ，1496 塩 基 よ り な る 。 こ れ ら の 配 列 をEN･

BLE の 核 酸 配 列 デ ー タ ベ ー ス よ り 抽 出 し 比 軟 し

た と こ ろ 。 全 体 の 翻 同 性 は81 ％ で あ る が ， ５' 末

Proc. JAMSTEQ Symp. Ｄｅｅｐ Ｓｅａ Ｒｅs. （1992 ） j47

端 お よ ぴ ３ ″末 端 の そ れ ぞ れ20 塩 基 ，17 塩 基 以 内

で は １ 塩 基 し か 異 な ら な い こ と が 明 ら か と な っ

た 。 そ こ で,  AB1 社 の ＤＮＡ 合 成 機 を 用 い て ど ち

ら の 配 列 に も 使 用 可 能 な ＰＣＲ 用 混 合 プ ラ イ マ ー

を 作 成 し た 。 そ の 配 列 は ５' プ ラ マ ー Ａ( Ｃy Ｔ)

CCGGTTGATCCTGCCGG, お よ び ３' プ ラ イ マ ー

ＡＧＧＡＧＧＴＧＡＴＣ( Ｃ/Ｇ) ＡＧＣＣＧ で あ る 。 こ れ ら

の プ ラ イ マ ー を 用 い てPCR 法 に よ り16S rDNA

の 増 幅 を 試 み た と こ ろ 。 い ず れ の 菌 株 に お い て も

主 産 物 と し て ， 予 想 さ れ た 約1.5kb の 位 置 に

ＤＮＡ 断 片 が 検 出 さ れ た 。 他 の 副 産 物 を 取 り 除 く

た め ， こ の 断 片 を 剽 製 用 ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電 気 泳 勧

に よ り 納 製 し ， 各 種 制 限 酵 素 に 対 す る 切 断 パ タ ー

ン を ア ガ ロ ー ス ゲ ル 電 気 泳 動 に よ り 解 析 し た 。 結

采 は 表 川 こ 示 す 通 り で あ る 。 対 照 と し て ，ＴｈＦ
｀

。,叱ｇｌｌ,ｊ ㎡ ，rお よ びDl ｓl･叭sylcｓαjjs 'lleμlis の16S

rＤＮＡ の 切 断 パ タ ー ン を 示 し た 。

DT5432,  5433 は 同 一 の 切 断 パ タ ー ン を 示 し ，

そ の パ タ ー ン は7j 。。 ，ｆ。αl,s ceier の も の と 完 全

に 一 致 し た 。 こ の 結 果 は,  DT5432,  5433 が7jl 。

j･,９６αI,ｊ 属 。 ま た は や や 可 能 性 は 低 い か 。 同 一

目 ， 月 一 科 に 属 す る り ｑ ｃｇｆｌｌｓ　属 に 櫚 す る こ と を

示 し て い る 。

３ ． ７　 Ｇ ＋ Ｃ 含 豊

現 在 ，71, ｓyｓｅｆｇ ｇｌ,３ 徭 に は Ξ 種 ， り ｓ ａrｒlls 属

に は 二 秡 の 穂 が 知 ら れ て い る 。 こ れ ら の 棧 と の 比



軟 の た め の 一 つ の 指 標 と し て ＤＮＡ の Ｇ ＋ Ｃ 含 量

を 測 定 し た 。 そ の 結 果.  DT5432 は52.2 ％ ，5433

1よ49.6 ％ と い う 結 果 を 得 た 。 玉 岡 ら の 方 法 に よ れ

ば ， 測 定 誤 差 は １ ％ 以 内 で あ る 。 こ の デ ー タ か ら

判 断 す る と こ れ ら の 蕷 株 が 同 一 種 に 属 す る か 否 か

は 微 妙 な と こ ろ で あ る と 君 え よ う 。 η,・。,－ ｓ・,ｓ

属 の Ξ 秡 の 積 アli，ｎ,l郤ｇ ｏｇsα11 ，｡ηlen, 。 ｇ ，I,s lil一

躓lis.71,f ｓｌｇｇ ｃｌ,ｓ 吻 伽ｒi の Ｇ ＋ Ｃ 含 量 は そ れ ぞ

れ57 ％ ，38S ，50S ， Ｐyrｉｃａα･･s 属 の 二 槌 の 穏

り ｙｓgll ｓ yi･ｉ ｓｓl･ｓ, 丹･rｇｇｌｌ･slaｗ ㎡ で は そ れ ぞ れ

38.3%｡36 ％ で あ る(Ziiiig,  1991) 。 こ れ ら か ら

判 断 す る とDT5432 ，5433 は7jj, 。 。９ 。uj  stelteri

に 酘 も 類 似 し て い る 。

ヨ 。 ８　DKIA-DNA ホ モ ロ ジ ー

7jlfnlJgr ｇrgllｓ 属 のtype sl,･ ａｉｎ で あ る ７ｊｌｅｏ ｇ 。

c113　㎡ １r DSM2476 (Zilltg et al.｡1983) ，Tlleng

coecl,s litmlis DSM5473 (Neaner el al.｡1990) ，

７１１１ｎｌｌｇｇ ご|lｓ sletteri DSM5262 (Mil･oshnichenko.

1989) と の ＤＮＡ の 相 同 性 を 検 討 し た 結 果 が 詞 ４

で あ る 。 こ の 図 で 明 ら か な よ う に.  DT5432,

5433 は い ず れ の 菌 株 と も 扣 』司性 を 示 さ な か っ た 。

ま た 両 者 間 に お い て も 梱 同 性 は 認 め ら れ な か っ

た 。 以 上 の 結 果 は.  DT5432,  5433 が71, 。,lg 。，･

ｃ。ｓ 賦 に 属 す る 新 種 の 細 菌 で あ る 亊 を 示 し て い

る 。

3. ９　Description

ｔjlenjlggcllj sp. DT5432

直 径 】-2μ ｍ の や や 不 定 形 の 球 藹 。 運 誦 性 を 示

す 。 嫌 気 性 。 生 竹 温 度 範 囲 は50‘C か ら90 ‘C で

80 °C に 韮 適 を 持 つ 。 生 育 ｐＨ は ５ か ら ９ ， 至 適

図4　DT5432.  5433 と 他 の ηI，・Ｉｏｇ・。 属細 菌との

Ｄｏｌ-b1011)NAy ＤＮＡ ｉybl･iduattui]

Fig. i　D り1‘bkS DNA/1)NA hvtn･idizali ・■ b&WfL-ll

DT5432.S133 ;,11d lyl 政s【rains of lhe gcillis

711eillggrrlll.

爿Ｓ

pH7.5.1 から ６％のNaCI をその生育に饗 求し，

至適濃度は２から ４Ｓｏｊ↑!体イオウ非存在下での

生育は兒られない。エ ネルギ ー源として，pJ プ

トン，ペプトン等 のペプチド 系，カゼイ ン，ゼラ

チン等 タンパク質， トリプトフフン添加カザミノ

濺。酔母抽出液を利用。マルト ースを除いて匐で

の生育は見られない。硫化 水素 を生成する。Ｇ十

Ｃ 含蛍52.2 ％。ill繩トラフ伊平屋 小海徽の深海熱

水吹出城に棲息。

Ｔｊｌｌｎｌｌｇｇごｕｓ sp. DT5433

直径1-2 μｍの やや不定形の球覆。 運助性 を示

す。 嫌 気性。 生 育温 度範 囲 は50 °Cから92 ℃ で

80°Cから85 °Cに至適 を持つ。 生育pll は ５から

９，至&pH7,  1 から６ ％のＮａＣＩをその生育に

要求し，至酒濃度は ２から４％。 単体イ オウ非存

在下で の生育は見 られない。エ ネルギー源 とし

て，トリプトン，ペプトン等のペプチド系，カゼ

イン，ゼラチ ン等タンパク質。 トリプト フフン添

illカザミノ酸，酵I軸||出液を利用。 糖で の生育は

兇ら れない。 硫化 水素 を生 成す る。Ｇ十Ｃ 含量

49.6% 。irll利トラフ伊平屈小海嶺の深海熱 水噴出

域に棲息。
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